
適応がん種

レジメン名

投与スケジュール

1日目 8日目 22日目

朝 休薬 点滴＋飲み薬

夕

＊１コース35日間を繰り返し行います。

＊主な副作用を記載しています。副作用の現れ方や頻度には個人差があります。

副作用防止のための輸液です

ラシックス注 10mg 1分 副作用防止のための利尿剤です

＊S1は体表面積により、下記の通り投与量を調節して投与します。服用期間には注意してください。

飲み忘れの場合は2回分を一度に飲まないでください。

＜1.25㎡:　80mg/日

1.25～1.5㎡:　100mg/日

1.5㎡＜:　120mg/日

＊手洗いなどの感染予防・手足の保湿を心がけてください。

＊冷たいものに直接触るのは避けてください。

＊点滴終了後、音の聞こえ方に変化がある場合は申し出てください。

＊副作用防止のため、8日目の抗がん剤投与前後に大量の輸液を投与します。そのため数日間入院が必要となります。

投与量

副作用防止のための輸液ですソルデム3A 合計2.5L程度 60時間

使用薬剤

注射(点滴静注)　(8日目～)

骨髄抑制（風邪をひきやすくなるなど）・末梢神経障害（手足のびりびり）・吐き気・便秘・脱毛・聴力障害など

１日２回　朝夕食後 抗がん剤です＊1日目の夕~22日目の朝 まで

シスプラチン注 60mg/㎡

吐き気止め・アレルギー予防

120分 抗がん剤です

パロノセトロンバッグ

アロカリス注

デキサート注

0.75mg

235mg

9.9mg

30分

使用薬剤

ソルデム3A 1.5L 270分

注意点・備考

副作用

ソルデム3A

10％塩化ナトリウム注
1L 240分

県立志摩病院　薬剤部　化学療法

2～7日目

飲み薬

9～21日目 23~35日目

休薬(服用なし)

１コースの日数

投与方法

胃がん

S1・CDDP

35日

注射(点滴静注)＋内服(飲み薬)

副作用防止のための輸液です

S1   (商品名：ティーエスワンなど) 下記備考欄参照

薬効

薬効

用法

投与量 投与時間

デキサメタゾン錠0.5㎎    (商品名：デカドロン錠) 1回　8錠 １日２回　朝夕食後 吐き気止め・アレルギー予防 (9～10日目のみ)

内服(飲み薬)　(1日目の夕~22日目の朝まで)

吐き気止め(8～11日目のみ)オランザピン錠5㎎    (商品名：ジプレキサ錠) 1回　1錠 １日１回　夕食後

1コース(35日)


